








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































prehensive Study of Liturgical T
exts of the M
edieval Period 
）
―
歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
『
転
法
輪
鈔
』
を
中
心
と
し
て
―
」
が
中
心
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
、
及
び
阿
部
泰
郎
代
表
科
研
費
基
盤
研
究
（
A
）「
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
体
系
の
綜
合
的
研
究
―
寺
院
経
蔵
聖
教
と
儀
礼
図
像
の
統
合
―
」
の
三
者
の
共
催
に
よ
る
国
際
研
究
集
会
。
開
催
代
表
は
、
日
本
側
は
松
尾
恒
一
（
歴
博
）、
ア
メ
リ
カ
側
は
ブ
ラ
イ
ア
ン 
ル
パ
ー
ト
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
）。
州
立
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
日
本
、
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
・
宗
教
文
化
の
専
門
研
究
者
と
と
も
に
、
報
告
と
討
議
を
行
っ
た
。
歴
博
共
同
研
究
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
歴
博
蔵
田
中
旧
蔵
文
書
『
転
法
輪
鈔
』
の
内
容
や
資
料
的
価
値
・
意
義
の
紹
介
、
及
び
、
民
俗
研
究
映
像
『
薬
師
寺
花
会
式
〜
行
法
と
支
え
る
人
々
〜
』（
英
語
版
）
の
上
映
と
討
議
を
も
お
こ
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
は
、
前
近
代
の
日
本
・
中
国
の
宗
教
文
化
の
専
門
研
究
者
の
講
演
と
発
表
が
な
さ
れ
た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
、
互
い
に
異
な
る
歴
史
と
社
会
背
景
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
、及
び
東
ア
ジ
ア
の
文
化
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
・
発
表
、
討
議
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
精
神
史
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
仏
教
の
新
た
な
側
面
を
照
射
し
、
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
演
、
各
発
表
者
・
タ
イ
ト
ル
等
は
下
記
の
通
り
。
W
E
D
N
E
S
D
A
Y
, O
C
T
O
B
E
R
 6
, 2
0
1
0
W
e
lco
m
in
g
 R
e
m
ark
s: 
B
ria
n
 R
u
p
p
e
r
t, E
A
L
C
; E
la
b
b
a
s
 B
e
n
m
a
m
o
u
n
, D
ire
c
to
r, S
c
h
o
o
l o
f 
L
an
g
u
ag
e
s, C
u
ltu
re
s, an
d
 L
in
g
u
istics; A
k
ira T
ajim
a, C
o
n
su
l an
d
 D
ire
cto
r, 
Jap
an
 In
fo
rm
atio
n
 C
e
n
te
r, C
o
n
su
late
 G
e
n
e
ral o
f Jap
an
 at C
h
icag
o
In
tro
d
u
cto
r
y
 D
iscu
ssio
n
 o
f N
ara B
u
d
d
h
ist R
itu
al(L
e
vis, 3
rd
 F
lo
o
r)
M
atsu
o
 Kō
ich
i, N
atio
n
al M
u
se
u
m
 o
f Jap
an
e
se
 H
isto
r
y, “A
co
ly
te
s (D
ō
ji), 
H
a
ll A
c
o
ly
te
s
 (D
ō
dō
ji): B
u
d
d
h
is
t R
ite
s
 o
f N
a
ra
 a
n
d
 th
e
 P
e
o
p
le
 W
h
o
 
S
u
p
p
o
rt T
h
e
m
” （
童
子
と
堂
童
子
―
奈
良
の
仏
教
儀
礼
と
支
え
る
人
々
―
）
 K
o
jim
a Y
asu
k
o
, W
akō
 U
n
ive
rsity, “T
h
e
 R
ite
s an
d
 T
rad
itio
n
 o
f th
e
 Tō
d
aiji 
S
h
u
n
i’e
 (O
’M
izu
to
ri): T
h
e
 R
itu
a
l W
o
rld
 o
f K
a
m
i-B
u
d
d
h
a
 C
o
m
b
in
a
to
r
y
 
R
e
latio
n
s an
d
 th
e
 H
ach
im
an
 S
h
rin
e
 P
rie
sts’ P
ro
te
ctio
n
 o
f K
o
g
an
n
o
n 
（
東
大
寺
修
二
会
（
お
水
取
り
）
の
儀
礼
と
伝
承
―
小
観
音
を
守
護
す
る
八
幡
宮
司
、
神
仏
習
合
の
儀
礼
世
界
―
）
P
u
b
lic S
cre
e
n
in
g
 an
d
 D
iscu
ssio
n
: D
o
cu
m
e
n
tar
y
: “T
h
e
 F
lo
w
e
r A
sse
m
b
ly
 
7
［共同研究の目的と経過］……松尾恒一
R
ite
 (H
a
n
a
’e
-sh
ik
i) o
f Y
a
k
u
sh
iji: T
h
e
 C
e
re
m
o
n
y
 a
n
d
 th
e
 P
e
o
p
le
 W
h
o
 
S
u
p
p
o
rt It” 
（
薬
師
寺
花
会
式
〜
行
法
と
支
え
る
人
々
〜
、 N
atio
n
al M
u
se
u
m
 
o
f Ja
p
a
n
e
se
 H
isto
r
y, In
te
r-U
n
iv
e
rsity
 R
e
se
a
rc
h
 C
o
rp
o
ra
tio
n
, N
a
tio
n
a
l 
In
stitu
te
s fo
r th
e
 H
u
m
an
itie
s, Jap
an
, 2
0
0
9
).
D
iscu
ssan
ts:  D
ire
cto
r, M
atsu
o
 Kō
ich
i, 1
1
:3
0
 R
o
n
ald
 T
o
b
y, U
n
ive
rsity
 o
f 
Illin
o
is, an
d
  D
avid
 P
lath
, U
n
ive
rsity
 o
f Illin
o
is.
K
e
y
n
o
te
 A
d
d
re
sse
s (L
e
vis, 3
rd
 F
lo
o
)
A
b
e
 Y
asu
rō
, N
ag
o
y
a U
n
ive
rsity
: “M
e
d
ie
val Jap
an
e
se
 L
itu
rg
ical T
e
x
ts an
d
 
P
e
rfo
rm
an
ce
: T
h
e
 W
o
rld
 o
f B
u
d
d
h
ist R
itu
al as R
e
lig
io
u
s T
e
x
t”
（
中
世
日
本
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
と
芸
能
―
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
仏
教
儀
礼
の
世
界
―
）
R
yū
ich
i A
b
é
, H
ar
vard
 U
n
ive
rsity
: “V
isu
ality
 an
d
 P
o
w
e
r in
 th
e
 R
itu
als o
f 
M
ik
k
yō
 P
atriarch
al P
o
rtraits”
S
e
ssio
n
 1
 (L
e
vis, 3
rd
 F
lo
o
r):B
u
d
d
h
ist R
itu
al an
d
 A
rts A
cro
ss E
ast A
sia （
東
ア
ジ
ア
を
超
え
る
仏
教
儀
礼
と
芸
能
）
A
ra
m
i H
ir
o
s
h
i, H
ir
o
s
h
im
a
 U
n
iv
e
rs
ity
: “R
e
s
e
a
r
c
h
 o
n
 D
u
n
h
u
a
n
g
 
M
an
u
scrip
t C
o
m
m
e
n
tarie
s o
n
 th
e
 E
ig
h
t F
astin
g
 P
re
ce
p
ts” 
（
敦
煌
本
八
關
齋
戒
儀
軌
寫
本
研
究
）
A
le
x
an
d
e
r M
ay
e
r, U
n
ive
rsity
 o
f Illin
o
is: “F
o
rm
s o
f S
crip
tu
ral P
ractice
 in
 
C
h
in
e
se
 B
u
d
d
h
ism
”
M
ich
ae
l Jam
e
n
tz, K
y
o
to
 U
n
ive
rsity, “R
e
ad
in
g
 th
e
 S
h
ô
k
e
n
 h
y
ô
b
y
ak
u
sh
û
: 
C
lu
e
s
 to
 th
e
 C
re
a
tio
n
 o
f th
e
 H
e
ik
e
 m
o
n
o
g
a
ta
ri in
 th
e
 F
a
m
ily
 o
f 
‘S
ak
u
ram
ach
i C
hū
n
ag
o
n
’F
u
jiw
ara n
o
 S
h
ig
e
n
o
ri”
D
is
c
u
s
s
a
n
ts
: A
le
x
a
n
d
e
r M
a
y
e
r (A
ra
m
i),  Z
o
n
g
-q
i C
a
i(U
n
iv
e
rs
ity
 o
f 
Illin
o
is; M
ay
e
r),  B
rian
 R
u
p
p
e
rt (Jam
e
n
tz)
T
H
U
R
S
D
A
Y
, O
C
T
O
B
E
R
 7
, 2
0
1
0
S
e
ssio
n
 2
 (L
e
v
is, 3
rd
 F
lo
o
r): T
h
e
 W
o
rld
 o
f th
e
 M
e
d
ie
v
a
l P
re
a
c
h
in
g
 T
e
x
t 
T
e
n
pō
rin
shō
(N
atio
n
al M
u
se
u
m
 o
f Jap
an
e
se
 H
isto
r
y
 A
rch
ive
s)  
（
中
世
唱
導
文
献
『
転
法
輪
鈔
』
歴
博
本
の
世
界
）
M
a
k
in
o
 A
ts
u
s
h
i, “O
n
 th
e
 N
a
tio
n
a
l M
u
s
e
u
m
 o
f Ja
p
a
n
e
s
e
 H
is
to
r
y
 
M
an
u
scrip
t o
f th
e
 T
e
n
pō
rin
shō
” （
歴
博
本
『
転
法
輪
鈔
』
に
つ
い
て
）
M
iy
o
sh
i T
o
sh
in
o
ri, N
ag
o
y
a U
n
ive
rsity, “F
ro
m
 th
e
 W
o
rld
 o
f th
e
 ‘M
ik
k
yō
’ 
S
e
ctio
n
” （「
密
教
」
帖
の
世
界
か
ら
）
A
b
e
 M
ik
a
, S
hō
w
a
 W
o
m
e
n
’s U
n
iv
e
rsity, “F
ro
m
 th
e
 W
o
rld
 o
f th
e
 ‘G
o
o
d
 
A
cts o
f th
e
 R
e
g
e
n
t-C
h
an
ce
llo
r H
o
u
se
’ S
e
ctio
n
” 
（「
関
白
家
修
善
」
帖
の
世
界
か
ら
」）
S
e
ssio
n
 3
 (L
e
vis, 3
rd
 F
lo
o
r): T
h
e
 S
y
ste
m
atizatio
n
 o
f R
e
lig
io
u
s K
n
o
w
le
d
g
e
 
in
 Jap
an
e
se
 B
u
d
d
h
ism
　
（
日
本
仏
教
を
め
ぐ
る
宗
教
知
識
の
体
系
化
）
K
o
ik
e
 Ju
n
’ic
h
i, N
a
tio
n
a
l M
u
s
e
u
m
 o
f Ja
p
a
n
e
s
e
 H
is
to
r
y
, “P
h
a
s
e
s
 o
f 
R
e
lig
io
u
s K
n
o
w
le
d
g
e
 S
e
e
n
 in
 S
h
u
g
e
n
d
o
 W
ritin
g
s” 
（
修
験
蔵
書
に
み
る
宗
教
知
識
の
位
相
）
B
ria
n
 R
u
p
p
e
r
t, U
n
iv
e
rs
ity
 o
f Illin
o
is
: “N
e
tw
o
rk
in
g
 M
o
n
k
s
 a
n
d
 th
e
 
D
isse
m
in
atio
n
 o
f L
itu
rg
ical L
ite
ratu
re
s”
8
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D
is
c
u
s
s
a
n
t:  R
o
n
a
ld
 T
o
b
y, U
n
iv
e
rs
ity
 o
f Illin
o
is
 (K
o
ik
e
);  M
ic
h
a
e
l 
Jam
e
n
tz(R
u
p
p
e
rt).
S
e
ssio
n
 4
 (L
e
v
is, 3
rd
 F
lo
o
r): O
n
 A
e
sth
e
te
s a
n
d
 P
re
a
c
h
in
g
 a
s a
 R
e
lig
io
u
s 
P
ractice （
宗
教
実
践
と
し
て
の
唱
導
と
芸
能
者
）
E
liza
b
e
th
 O
y
le
r, U
n
iv
e
rsity
 o
f Illin
o
is: “N
a
rra
tin
g
 S
p
a
c
e
: G
e
o
g
ra
p
h
y
 o
f 
th
e
 P
ro
vin
ce
s in
 H
e
ik
e
 m
o
n
o
g
atari.”
M
a
k
in
o
 A
ts
u
s
h
i, M
e
iji U
n
iv
e
rs
ity
: “T
h
e
 T
a
le
 o
f th
e
 H
e
ik
e
 (H
e
ik
e
 
m
o
n
o
g
atari) an
d
 B
u
d
d
h
ist P
re
ach
in
g
 (S
h
ô
d
ô
)” （
平
家
物
語
と
唱
導
）
D
iscu
ssan
t: D
avid
 G
o
o
d
m
an
, U
n
ive
rsity
 o
f Illin
o
is.
S
e
s
s
io
n
 5
 (L
e
v
is
, 3
rd
 F
lo
o
r): P
e
r
fo
rm
a
n
c
e
 a
n
d
 M
e
d
ie
v
a
l Ja
p
a
n
e
s
e
 
B
u
d
d
h
ism
　（
芸
能
と
日
本
中
世
仏
教
）
T
h
o
m
a
s
 H
a
re
, P
rin
c
e
to
n
 U
n
iv
e
rs
ity
: “T
ra
in
in
g
, T
ra
n
s
g
re
s
s
io
n
 a
n
d
 
W
o
n
d
e
r in
 Z
e
am
i’s P
e
rfo
rm
an
ce
 N
o
te
s”
Ik
u
m
i K
a
m
in
is
h
i, T
u
fts
 U
n
iv
e
rs
ity
: “P
e
r
fo
rm
a
n
c
e
s
 o
f th
e
 P
ic
tu
re
-
p
re
ach
in
g
 (e
to
k
i) K
u
m
an
o
 N
u
n
s: S
acre
d
n
e
ss an
d
 S
e
x
u
ality
”
C
h
ik
a
m
o
to
 K
e
n
s
u
k
e
, T
s
u
k
u
b
a
 U
n
iv
e
rs
ity
: “P
re
a
c
h
in
g
 a
n
d
 S
e
ts
u
w
a 
L
ite
ra
tu
re
 o
f th
e
 M
e
d
ie
v
a
l E
ra
: C
o
n
sid
e
rin
g
 th
e
 W
ritin
g
s o
f G
e
d
a
tsu
bō
 
Jō
k
e
i” （
中
世
説
話
文
学
と
唱
導
―
解
脱
房
貞
慶
の
著
述
を
め
ぐ
っ
て
―
）
D
is
c
u
s
s
a
n
ts
:  E
liz
a
b
e
th
 O
y
le
r
 (
H
a
r
e
)
,  A
n
n
e
 B
u
r
k
u
s
-C
h
a
s
s
o
n
 
(K
am
in
ish
i),  B
rian
 R
u
p
p
e
rt (C
h
ik
am
o
to
)
G
e
n
e
ral D
iscu
ssio
n
 o
f th
e
 Im
p
licatio
n
s o
f th
e
 S
y
m
p
o
siu
m
 F
in
d
in
g
s.
総
合
討
論
◇
第
三
回
研
究
会　
三
月
一
一
日
（
金
）　
歴
博
〈
研
究
発
表
〉
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー　
三
後
明
日
香
（
ア
メ
リ
カ 
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
）「
米
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
研
究
動
向
か
ら
見
る
中
世
論
義
会
研
究
の
意
義
―
宮
中
最
勝
講
を
中
心
に
」
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー　
王 
媛
（
一
橋
大
学
大
学
院
）「
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
一
考
察
―
古
代
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
奏
演
と
イ
メ
ー
ジ
―
」
小
島
裕
子
「
金
沢
文
庫
本
収
載
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
」
三
後
明
日
香
「
米
国
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
研
究
動
向
か
ら
見
る
中
世
論
義
会
研
究
の
意
義
―
宮
中
最
勝
講
を
中
心
に
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
に
お
け
る
、
日
本
仏
教
へ
の
関
心
、
注
目
の
様
相
と
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
論
じ
た
。
教
理
的
側
面
、
特
に
禅
の
東
洋
哲
学
的
な
側
面
へ
の
西
洋
哲
学
か
ら
の
関
心
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
本
仏
教
へ
の
注
目
は
、
一
九
八
〇
年
頃
よ
り
、
政
治
・
社
会
・
制
度
的
な
側
面
へ
と
関
心
を
移
す
と
い
っ
た
、
反
動
と
も
い
え
る
動
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
僧
侶
の
教
理
に
対
す
る
探
求
は
、
古
代
・
中
世
に
不
断
に
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
側
面
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
代
・
中
世
の
、
国
家
に
よ
る
仏
教
行
政
や
、
北
嶺
天
台
宗
と
南
都
法
相
宗
と
の
小
乗
を
め
ぐ
る
対
立
的
な
論
争
を
反
映
し
つ
つ
、
教
学
に
つ
い
て
の
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
論
争
の
公
的
な
場
と
し
て
南
都
・
北
京
の
年
中
行
事
に
お
け
る
論
義
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
教
学
と
、
そ
の
方
法
と
し
て
の
論
義
と
、
官
僧
の
昇
進
制
度
の
整
備
と
は
、
有
機
的
な
関
係
に
あ
っ
た
9
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の
だ
と
す
る
説
を
、
宮
中
最
勝
講
や
そ
こ
で
行
わ
れ
た
論
義
の
内
容
を
具
体
例
と
し
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
具
体
例
を
積
み
重
ね
て
論
証
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
本
視
点
か
ら
の
研
究
が
進
展
す
れ
ば
、
大
陸
・
半
島
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
日
本
仏
教
が
、
半
島
・
大
陸
と
は
異
な
る
展
開
を
し
つ
つ
、
日
本
の
精
神
文
化
・
伝
統
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
基
盤
と
な
っ
た
歴
史
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
王
媛
「
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
一
考
察
―
古
代
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
奏
演
と
イ
メ
ー
ジ
―
」
は
、
大
陸
よ
り
伝
来
し
、
日
本
の
宮
廷
舞
踊
と
し
て
形
成
さ
れ
た
舞
楽
の
文
化
史
的
な
考
察
と
し
て
、
特
に
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
に
注
目
し
、
論
じ
た
発
表
。
日
本
の
唐
楽
の
起
源
と
な
っ
た
、
唐
代
の
宮
廷
舞
踊
「
燕
楽
」
に
も
言
及
し
、
大
陸
の
い
か
な
る
舞
踊
が
日
本
舞
楽
の
起
源
と
な
っ
た
の
か
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
は
、
中
国
宮
廷
舞
踊
中
に
そ
の
名
が
見
え
ず
、
日
本
へ
の
伝
来
に
は
謎
が
多
い
。
迦
陵
頻
伽
は
、『
阿
弥
陀
経
』
等
の
仏
典
に
説
か
れ
る
、
極
楽
に
住
む
と
さ
れ
る
霊
鳥
で
あ
る
。
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
は
、
東
大
寺
等
、
古
代
寺
院
の
仏
教
儀
礼
に
お
い
て
、
そ
の
開
会
部
分
に
お
け
る
仏
へ
の
供
養
舞
と
し
て
「
菩
薩
」
等
と
と
も
に
奏
演
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
奏
演
の
仕
方
は
、
仏
典
に
説
か
れ
る
極
楽
の
世
界
を
、
舞
台
を
は
じ
め
と
す
る
仏
前
の
装
置
や
装
束
等
と
、
音
楽
・
身
体
に
よ
っ
て
具
体
化
し
た
表
現
・
芸
術
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
に
相
当
す
る
舞
踊
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
中
国
の
資
料
に
見
出
せ
な
い
が
、
迦
陵
頻
伽
を
含
む
極
楽
世
界
描
い
た
絵
画
や
工
芸
は
、
中
国
・
日
本
の
両
方
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
に
描
か
れ
る
迦
陵
頻
伽
の
イ
メ
ー
ジ
の
比
較
・
検
討
も
あ
わ
せ
て
、
舞
楽
「
迦
陵
頻
」
の
形
成
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
古
代
・
中
世
の
日
本
仏
教
が
、
音
楽
・
舞
踊
等
の
芸
能
や
芸
術
の
奏
演
の
基
盤
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
、
そ
の
音
楽
や
舞
踊
が
、
大
陸
・
半
島
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
相
関
関
係
を
あ
ら
た
め
て
、
東
ア
ジ
ア
の
関
連
資
料
に
も
注
目
し
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
位
置
づ
け
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
な
か
で
の
、
古
代
・
中
世
日
本
の
宗
教
文
化
の
新
た
な
側
面
を
発
見
し
、
現
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
発
表
で
あ
っ
た
。
小
島
裕
子
共
同
研
究
員
「
金
沢
文
庫
本
収
載
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
」
は
、
本
共
同
研
究
に
お
い
て
研
究
の
核
と
な
る
『
転
法
輪
鈔
』
と
関
連
の
深
い
、
金
沢
文
庫
本
収
載
の
「
清
涼
寺
供
養
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
発
表
。
国
家
仏
教
、
特
に
後
白
河
院
政
期
の
仏
教
儀
礼
の
性
格
を
考
え
る
上
で
の
有
用
性
等
に
つ
い
て
論
じ
た
。
（
松
尾
恒
一
執
筆
）
